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意 識 と 実 態 調 査 一一一一一一

盛 田 真 千 子

小 林 茂 雄

ここ近年、 環境問 題が クローズアップ され、 社会及び生活意識が問 題視されて

生活において も大量生 産、大量消費など同様の状況が考えら れる。今回は中で

式などに多く関 わってい る社会性の高いフォ ーマルウェアが、家 庭内でどのよ

れ、またどの程度利用さ れてい るものであるのか、その実態を探 るために本調

、本報では、特にこ れら の問題点に地域差があるのかどう かを明ら かにす るた

地方都市（fill台市）の２ か所を 比較検討した。

首 都圏（115 人）と地方都 市（113 人）に在住する女性（35 ～50 歳代 ）を対象 に、

質問 紙票 によるア ンケ ート 調査を実施し た。調査内容は、ｍフ ォーマルウェア

識に関 連する５段階評定26 項目と、(2）フ ォーマルウェ アの各々の所持状況（ 所

手方 法、 保有・ 処分理由 ）について調査を行い、（3）a 境問 題の質 問項目を 設け

法として 単純集計、 クロ ス集計及び因 子分析を用いた。

調査対象 者は40 代前半が多 く、両地域とも住宅は平均3   L  D K より やや大きい

。所持枚数を みると、和 服は両 地域と もほとんど同数 に近 いが、 洋服は全体的

がどの品目 も約１ 枚程度多く なってい る。意識調査で は、 因子分析の結果、首I

都市と も、９ 個の基本的因子が 抽出さ れた（ 固有値　1. O以 上、累 積寄与率は首

、地方都市65.3 ％）。 両地 域と も「レ ンタル意識」「着装管 理性」などの共通因

れるが、「 慣習・ 伝統性」など は地方 都市にのみ抽 出さ れるなど 、全体として

両者ともそ れほど変 わらないが、 意識 面にやや違いが みら れた。

結婚に対する意識とブライダル衣裳の関連

京都女 子大　 家政　 紀　 安子

目的　 適齢期男女の人口のアン バランスや 、女性の結婚に対 する意識の変化から結婚難時代が到来

してい るが 、一方、結婚式は盛大で、披露宴や衣裳が豪華になり、年々高額になっていると云われて

い る。しかし、その形式は画一的で個性のない傾向にある。消費財が豊富になり、多様化の時代に若

者が自分らしさを求め 、より個性的でありたいとする現代の風潮との関連はどうな っているのだろう

か 。本研究では、結婚直前・直後の女性が結婚観や家 庭像をどのようにもち、実際 にどのような結婚

式を予定し たり、挙げているのか、その実態につ いて調査を行った。日常の衣生活の意識や態度、フ

ァッション 意識・態度と、好 ましいブライダル・ドレスの選択、披露宴のドレ スのイメ ージについて

把握し 、フ ァッション意識や態度と花嫁衣裳の嗜好と選択との関連について分析を行った。

方法　 調 査は 、近畿地区に在住する20 ～35 歳 の婚約中の女性76 名 と、結婚３年以内の女性89 名 の計

165 名 を対 象として、1990 年8  ～10 月 に 配布留置法により行った 。主な調査項目は個人特性、結婚の

意識と 態度 、結婚の実際、披露宴の衣裳のイメ ージ、ブ ライダル・ドレスのデザイン、ファッション

意識・態度である。分析は、単純集計、クロス集計、因 子分析、クラスタ ー分析を行い、結婚に対す

る 意識と花嫁衣裳・ ファッション意識との関連を検討した。なお、現在婚約中の者と既婚者について

も比較を行った。

結果　 ファッション意識とブライダル衣裳の嗜好、結婚意識についてクラスター分析を行い、類型

化を試みたところ５ グループ がみとめられた。タイプ別にみると、結婚の利点 に「 精神的安定を得ら

れる 」と答えたタイプと、「人生に区切りをつけ たい 」と云うタイプ は、ブ ライダル衣裳の嗜好に異

りがみられた。披露 宴の衣裳の 選択基準は、デザイン 、流行。オーソド ックスで、花嫁衣裳は殆どが

レ ンタルであ る。
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